
市制施行記念日（2月15日）は、市立学校はお休みです。

　横須賀市の児童生徒が市制の誕生を祝い、郷土愛を育む
日とするため、令和3年から市制施行記念日（２月15日）を、
市立学校の児童生徒がお休みの日としました。
　横須賀が誇るべき「人と人との絆の強さ」「心の豊かさ」を
引き続き大切にし、市制施行記念日を子どもたちや保護者、
地域の皆さまと一緒に祝い、横須賀の良さを実感する一日に
しましょう。
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●図書館（中央・北・南・児童）
●自然・人文博物館
●馬堀自然教育園
●天神島自然教育園
● ヴェルニー記念館

※２月16日（火）は
   休館します。　令和３年２月15日（月）は、月曜日が休館日の次の施設を開館します。

学校を通して配布するチラシのクーポンを
持参すると、大人の観覧料が無料
（2月6日（土）～28日（日））

市立学校児童生徒の入園料が無料
（2月15日（月））

小・中学生の料金が無料（2月15日（月））

横須賀美術館

猿島公園

体育会館プール

お詫び・訂正
　第17号（令和２年３月発行）に掲載した「かながわ学校給食夢コンテスト（夢の献立）受賞」の記事において、一部の児童生徒
のお名前に間違いがありました。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正いたします。（学校、学年は令和２年３月現在）

＜野菜部門＞「野菜を楽しく食べられるで賞」
　野菜たっぷりドライカレー  神明中学校 　３年　永塚 実菜さん
＜食文化部門＞「食文化を身近に味わえるで賞」
　野菜たっぷり！！ジェノベーゼ 野比東小学校 ５年　石川 莉衣菜さん
　南海鶏飯（トマトのカップサラダ、わかめスープ） 野比東小学校 ５年　中石 悠斗さん
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土曜科学教室の様子

《編集・発行責任者》
横須賀市教育委員会事務局 教育総務部 教育政策課
〒238-8550　横須賀市小川町11番地
ＴＥＬ：０４６-８２２-９７０９
ＦＡＸ：０４６-８２２-６８４９
E-mail：sc-real@city.yokosuka.kanagawa.jp

◇この冊子についてのご意見やご感想をお寄せください。

「絆づくり」の活動（池上小学校）

市の花「ハマユウ」市の木「オオシマザクラ」



新・学習指導要領スタート
　学校で学んだことが、子どもたちの今日の生活を豊かにし、将来の生きる力を支える学力となるように、
新しい学習指導要領が、小学校では令和２年度、中学校では令和３年度から全面実施、高等学校では令和４
年度の新入生から実施されます。特別支援学校は、小・中・高等学校学習指導要領に合わせて実施されます。

★ 「学習指導要領」とは…？
　全国どこの学校でも一定の教育水準が保てるよう、文部科学省が定めている教育課程の基準です。
その時代に求められる学力を反映させながら、およそ10年に一度改訂され、これを基に子どもたちの
教科書や時間割が作られています。

学習指導要領改訂の方向性と「社会に開かれた教育課程」

  「社会に開かれた教育課程」とは…？
① よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有していく
② 子どもたちが社会や世界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り開くために必要な資質・能力を
明確化しながら育んでいく

③ 地域の人的・物的資源を活用したりする等、学校教育を学校内で閉じずに、その目指す
ところを社会と共有・連携しながら実現させていく

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる思考力・
判断力・表現力等の育成

何ができるようになるか

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教科・
科目等の新設や目標・内容の見直し
● 小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新設など
● 各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を構造的に
  示す
● 学習内容の削減は行わない

何を学ぶか
主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）の
視点からの学習過程の改善
●生きて働く知識・技能の
 習得など、新しい時代に
 求められる資質・能力を育成
●知識の量を削減せず、質の高い
 理解を図るための学習過程の質的改善

どのように学ぶか

主体的な学び
対話的な学び
深い学び



　本年度は新型コロナウイルス感染症流行の影響により、４月からしばらくの間、市立学校では臨時休
校となったものの、小学校では６月の学校再開以降、感染対策にも工夫しながら、新しい学習指導要領
を踏まえた授業や取り組みが始まっています。

　２年生の教室では「知ってる！児童図書館だ！」とか、話を聞
いた後に「児童図書館に行ってみたい！」といった子どもたちの
声がありました。
　最後には、校長先生から「学区に素敵な図書館があることが
分かりました」「諏訪っ子の皆さんには、もっと本を好きになっ
て、さらに心が豊かになってほしい」といったメッセージが送ら
れていました。このように、学校と地域が同じ思いや願いを共有
した様々な取り組みが行われています。

　９月８日(火)の諏訪小学校の朝会には、学区内にある児童図書館
の館長が参加し、子どもたちに児童図書館の紹介や、本を読むこと
の良さや楽しさなどの話をしました。

　各教室でテレビを視聴する形式での朝会となりましたが、子ども
たちは真剣な表情でよく話を聞いていました。

児童図書館との連携  （諏訪小学校）

　また、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくりのための、教職員対象の研修講座等も
再開しています。

パワーアップ研修講座の様子

　教職員を対象として、大学附属学校
教諭等を講師に招き、子どもが主役と
なり、予測困難な時代を生き抜くため
の力を育てるための授業づくりについ
て学ぶ「スキルアップ研修講座」や、横
須賀市内で数多くの実践を積み重ねて
きた先生を講師に招き、授業づくりの
方法について学ぶ「パワーアップ研修」
を開催し、教職員の授業力向上につな
げています。

「スキルアップ研修講座」「パワーアップ研修講座」の開催  （教育研究所）



中学校完全給食の開始に向けて

　現在、教育委員会保健体育課の職員が、市立中学校各校を
順次訪問し、中学校の教職員に「給食の目標」や「給食指導の
進め方」等の内容で、説明会を実施しています。

　また、「小中一貫教育」の取り組みの一環として、中学校の
教職員が、小学校の給食の様子を参観する等の取り組みを
行っているところもあります。

子どもの学びを豊かにする「小中一貫教育」
   横須賀市では、平成28年度から、すべての市立小中学校で「小中一貫教育」に取り組んでいます。

　横須賀市では、令和３年の夏休み明けからの中学校完全給食開始を目指し、準備を進めています。

　学校給食は、学校給食法に定められた、目標のある「教育活動」です。
栄養バランスの取れた昼食を食べることで、健康な体を作り、給食をと
おして望ましい食生活や食事のマナーについて学ぶことができます。

　中学校完全給食の実施により、小・中学校９年間をとおした食育を
推進します。

★ 小中一貫教育とは …？
　通学区域を共にする小中学校が、子どもや地域の実態をもとに、指導の在り方や具体的な教育活動を
協働して考え、取り組むことにより、義務教育９年間の「学びの系統性・連続性」を重視した教育の充実を
図るものです。
※ 横須賀市の小中一貫教育は、中学校ごとの「ブロック」を設定し、小・中学生がそれぞれ在籍する学校で
　 学校生活を送る「施設分離型」での小中一貫教育を行っています。

★ 「完全給食」とは …？
　現在、横須賀市の市立小学校で実施している給食のように、「主食、牛乳、おかず」を提供する給食のこ
とを「完全給食」といいます。
※これまで横須賀市の市立中学校では、各家庭から弁当等を持参し、牛乳のみを給食として提供する「ミルク
　給食」を実施してきました。
※中学校でも、原則全員が給食を食べます。また、小学校の給食と同じようなメニューを提供する予定です。小中一貫教育で期待する効果

（仮称）横須賀市学校給食センター イメージ図
住所  横須賀市平作５－28－10（旧 平作小学校跡地）

教職員対象説明会の様子（神明中）

● 小学校の給食は各学校で調理していますが、    
   中学校の給食は「給食センター」で調理して
   各学校に届けます。
● 学校に届いた給食は、小学校と同じように、
   教室で給食当番の生徒が盛り付けを行います。

池上中ブロック（池上中・池上小）の取り組みから

　池上中学校ブロックでは、国立教育政策研究所から
研究の委託を受け「魅力ある学校づくり調査研究事業」
に取り組んでいます。これは、子どもたちの居場所づく
りや、仲間や教員との絆づくりをとおして、子どもたち
にとって「魅力ある学校」を目指すものです。この取り
組みを、小中一貫教育の一つとして位置づけ、小学校と
中学校が一体となって進めています。

～ 横須賀の子どもたちを、もっと元気にするために ～  

　日常的な取り組みに加え、年間３回「小中一貫教育に関する日」を設定しており（5月、10月、1月）、
各中学校ブロックの全教職員が集まり、授業研究やテーマに沿った研修、情報交換等を行っています。

小中一貫教育地 域 教職員
● 学校への理解や支援の深まり
● 関係づくりの機会、
   信頼関係の向上 等

● 小・中学校間の共通理解の
   深まり
● 児童生徒理解の深まり
● 指導内容や指導方法の工夫・
   改善による授業力の向上 等

● 学力向上　　　　　　　　
● 自尊感情の回復・高揚
● 人間関係等の不安の減少
● 問題行動等の発生の減少 等

子ども




